
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 アンケート集計結果 
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① 管理職事業評価（小・中・特支 実施校 51校）
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②学校支援ボランティア評価／自由記述
（回答数 97）

十分 ある程度 あまり まったく わからない



 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　【自由記述】　　　　　　感想（主なもの）

・コロナ禍だったため地域の読み聞かせボランティア仲間とも顔を合わす機会が減っていたが、今回の活動でLINEで情報
を共有できコミュニケーションをとることができて良かった。

・４度目の支援できた。集合写真に子ども達のお礼状が添えられ届きました。とても楽しく、うれしいひと時となりました。
（60代女性）

・授業に関わった子ども達からも、他のボランティアの場面で保護者の方と一緒にお会いできて、お声がけを頂けたりする
ことが、多々ありまして、とても嬉しく、光栄に思っています「また、教えに来てくださいね」そんな言葉を頂いて、とてもあ
りがたく嬉しく思っています（60代女性）

・毎回子ども達のふれ合い、会話などとても楽しみに行動してます。機会をいただき、ありがとうございました。

・子ども達が自分でつるし雛をつくり参加することで、郷土愛を育くみ誇りとなっていると自負しています。今後も続けてい
きたいと願っております

・我々大人も学校も生徒も健全な社会を構築していく人材資源としていっていの役割を担っています。特に若い生徒達は
未来の社会えお形成していく人材として大きな期待を担う資源でやります。この若者を社会全体で育成していくための一
助となることが出来るのでやれば今後も協力して参りたいと思っています

・子供達と接することで私自身、社会とのつながりや少しでも役に立てている充実感を感じることができました。

・子供達と接して、とても真剣に質問したり積極的な意見にビックリして、自分の勉強にもなりました。

意見等

・学校の先生のお名前や学年など紹介していただけると、お声がけするときにこまらないかと思いました。４月くらいに配
付されている学校紹介で先生方の顔付きのおたよりをいただけると助かります。

・支援の方法、困ったことなどをお話しする（学校）機会もあれば、なおよかったと思います。

・１ヶ月前ぐらい日程がわかっていれば、もう少し協力できたかと思います（60代女性）

・学校から学習センターへの依頼が急すぎる（日数に余裕がない）ため、結局私達のメンバーに無理をさせてしまっている、
断るという選択肢もあるが出来るだけ子ども達の力になりたいという思いが皆強いので無理をしてしまう。

・事前の打ち合わせがないのと、担任によって授業の進め方が全く違うので、大変だった、私達に丸投げ状態の担任もい
る、男性教員もできないながらも、ミシンの勉強をしてほしいとお願います。

・子どもの保護者であれば、学校への支援への敷居は低いのですが、ある程度の年令になり学校への支援をしてみようか
なと思っていただけた方には、学習センターや生涯学習課のあと押しが大切だと思いますので、どうぞよろしくお願いしま
す。

・事前の打ち合わせがなく、特別支援学級の子ども達の支援というお話しだけで始まったので、戸惑いました。支援ボラン
ティアだけでは支援に限界があると感じます。

・ボランティア活動を継続するには、学校側との事前打ち合わせは必要だと思います

・学校、担任の先生、子供達とうまくコミュニケーションがとれた活動は私達も子供達から元気をもらい、ボランティア活動
にも自身が持てます。逆にせっかくボランティアで行ってもあまり必要とされないと感じる日もあります。

・長く続けていくには、一人の負担が軽い方が良いと思います。もっと多くの方に興味を持っていただけるよう、お声がけを
宜しくお願い致します。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


